
22 - 21
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 1 5 4 7 2 3 2 2 1 3 0 0 0 0
9 * 0 0 2 3 1 2 4 0 0 0 0 3 0 0
10 * 0 3 5 16 1 2 4 5 3 8 1 0 0 0
35 0 0 0 1 8 4 4 2 0 3 3 0 0 0 0
74 * 0 4 7 11 6 6 3 3 4 7 0 3 0 1
7 0 2 6 0 0 0 2 3 0 0 0 0 0 0 0
25 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
32 0 0 2 1 3 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0
37 * 0 0 7 10 3 5 4 0 2 2 0 0 0 0
39 0 0 4 1 1 2 2 3 0 1 1 0 1 0 0
56 0 0 0 0 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0
75 0 0 0 2 3 2 2 1 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 0 1 0
3 24 30 63 24 32 26 10 14 24 1 7 0 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
3 * 1 4 7 17 2 3 2 1 5 6 0 4 1 0
11 * 0 0 5 9 3 6 4 1 2 3 0 0 0 0
14 * 0 1 1 2 0 0 2 0 3 3 0 2 0 0
21 * 1 2 3 3 0 0 5 0 2 2 0 1 0 0
33 * 0 0 6 9 0 2 1 1 2 3 0 0 0 0
0 0 0 1 2 2 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0
5 0 0 0 0 2 2 4 0 0 1 1 0 0 0 0
23 0 1 3 1 6 5 10 5 1 3 4 0 1 0 0
24 0 1 1 2 3 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0
31 0 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 1 0 1 0
4 12 28 55 12 25 26 4 19 23 0 8 1 0
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宮下 天政 10 37
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安富 大 2 5
田中 真一
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大崎 和輝 9 15
土居 裕輔 12 22
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岡本 将大 19 37
金本 浩希 13 29
弘田 毅詞 2
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主審 藤原　健司 副審 久田　浩嗣

勝ち点 0
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戦評
【総括】
試合の前半、両者ゆずらない攻防でどうなるかと思ったが、甲南大学の巧みなオフェンスに大阪商業大学の
ファールが続くと少、しずつ甲南大の流れで試合が進んだ。大商大も必死に追いつこうと前からプレッシャーをかけ
て、少しずつ点差を縮めてゆくも追いつくことはできずに甲南大がリーグ戦初戦を勝利した。
【第1ピリオド】
試合開始と同時に両者マンツーマンから入り、決めては決め返す一進一退の攻防が続きなかなか流れを掴めない
でいた。大商大が確実にインサイドで点を取るが、甲南大はアウトサイド中心に攻めるが、シュートが決まらず14-8と
離されていった。そんな中、甲南大がデフェンスでプレッシャーをかけ、スティールや相手のミスを誘い点差を縮め
逆転することに成功し、22-21と甲南大リードで第1ピリオドを終えた。
【第2ピリオド】
お互いマンツーマンから入り、甲南大の連続シュートなどで少しずつ点差を離していく。大商大がすかさずタイムア
ウトを請求した。流れを変えたい大商大だが、お互い点の取り合いで流れを掴みきれずにいた。大商大#23宮下の
スティールでアン･スポーツマン･ライク･ファウルをもらい流れを変えるかと思われたが、フリースロを2本とも決めきる
事が出来ず、甲南大に少しずつ離されていった。なんとか追いつきたい大商大はインサイド#33土居中心でせめ、フ
リースローをもらうが決めきれず甲南大に対してアン･スポーツマン･ライク･ファウルを取られたり、チームファールで
甲南大にフリースローを許し流れは甲南大のまま46-33で前半戦を終了した。
【第3ピリオド】
大商大変わらずインサイドで攻め続け点差を詰めだし、大商大#23宮下が3Pシュートを決めるなどして流れは大商
大になると思われたが、甲南大#74山本がスティールと甲南大の激しいディフェンスで大商大のペースにはさせな
かった。大商大に少しずつ疲れが出てきたのか、イージーシュートを落としたり、リバウンドも取られるようになり点差
も離れ出し57-71で第3ピリオド終了。
【第4ピリオド】
始まってすぐに、大商大#14弘田の激しいプレーシャーで甲南大#9大和にミスを誘った。まだ諦めていない大商大
だが、なかなか点が決まらない。逆に甲南大はのびのび持ち味の速攻バスケットで淡々と得点を積み上げていっ
た。逆転したい大商大はオールコートマンツーで相手にプレッシャーをかけるが甲南大の冷静なプレーで連続得点
ができないが、少しずつ点差を縮めていった。甲南大はタイムアウトを取り、一度選手たちを落ち着かせた。タイムア
ウト後も大商大はプレスをかけ続け甲南大にミスを誘った。しかし甲南大も上手く対応し、大商大を追いつかせること
を許さない。プレスを続ける大商大に対して甲南大は時間をかけて攻め、大商大は開いた点差を詰めることができ
ずに80-93で甲南大の勝利で終わった。
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